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腎摘標本を CD4 、CD8 、CD80 、CD86 、CD276 、Foxp3 の 6 抗体で免疫染色し、染色されたリンパ球の割合
によって Lo w とHigh の 2 群に分けほかの背景因子と比較した。これらの臨床病理学的検討の結果から、
IL6, ILlO 、IL17 、IFNγ 、TNFα 、TGF f3 の 6 種類のサイトカインを抽出し、術前の血中濃度を ELI ZA 法に
て測定し、腫蕩浸潤性リンパ球および予後との関連を検討した。
結果：
腫虜組織内に CD276 と Foxp3 陽性リンパ球が多い群は少ない群に比べて優位に再発率が高かった。
CD276 、Foxp3 と術前血中サイトカインの関連について検討すると、前者が多い群では術前血中の TNFα 、
IFNγ が高く、後者が多い群では TGF f3 が高かった。また T N F α、IFNγ 、TGF {3 について術後再発につ
いて検討すると、 T N Fα とTGF S が高値の群で、有意に予後不良で、あった。
考察：
腫蕩細胞が CD276 陽性リンパ球を増殖させ、ナイーブ T 細胞から制御性 T 細胞へリクルートすることで
TNFα や TGF f3 が産生されると考えられた。これらのサイトカインが腫蕩細胞自体の免疫逃避や進行をさら
に補助している可能性があり、またそのような負のサイクルが術前に活性化している症例では術後再発率が
高くなることが示唆された。 T N Fα および TGF f3 術前血中濃度は術後の予後因子となりうる。
